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地域公共交通計画策定の背景

〇全国的な動向

ア
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・令和2年11月に改正された『地域公共交通の活性化及び再生に関する法律』により、原則として全ての地方公共団体において、協議会方式等で地域公共交通計画を作

成することが努力義務化。

・公共交通を取り巻く環境や社会状況の変化により、地域の移動に関する課題は多様化、複雑化しており持続可能な公共交通ネットワークの確保が求められている。

交通事業者 住民

行政

交通事業者の経営環境悪化 高齢化による交通弱者の増加

公共交通の維持・確保に対する財源不足

・人口減少の影響や新しい生活様式の定着等による移動需要の縮小
・運転手の人手不足・高齢化が深刻化

公共交通サービスの低下

天童市においても人口減少、少子高齢化が進行
交通事業者は担い手不足

天童市が目指すべき将来像と取組方針、目標値を定め
それを達成するための事業・実施主体を整理することで
『持続可能な公共交通ネットワークの確保を目指す』

天童市では市営バスの利用減により廃止
デマンド型の「DOMOSU（ドモス）」の運行を開始

公共交通の利用者減により運賃収入が減少
補助金対象外の路線が発生し行政負担が増加

・公共交通の維持・確保に係る行政の負担は今後も増加することが見込まれ
るが、十分な財源が確保できていない

・高齢化により公共交通サービスの確保が必要
・公共交通サービスが低下することで利用者数が減少

行政負担の増加 公共交通利用者の減少



地域公共交通計画策定の背景

〇計画策定までの進め方
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・地域公共交通計画を策定するにあたり、本協議会では各関係者の立場から多面的な視点で市内の公共交通ネットワークについて議論を進める。本協議会の論点につ

いて以下に示す。

【計画の検討手順】

地域の現状、公共交通の概況、
移動特性、ニーズ等の把握

地域公共交通の課題の整理

地域公共交通計画の基本方針・目標の検討

目標の実現のための施策の検討

計画案の作成

住民利用者等の意見の反映
（パブリックコメント等）

協議会の了承

【本日】 第2回協議会の論点

・天童市の現状について
・各種調査の調査方針について

【11月】 第3回協議会の論点

・各種調査結果について
・基本方針・目標について
・地域公共交通計画（案）について

【2月】 第5回協議会の論点

・パブリックコメントの結果を踏まえた地域公共交通計画（案） 
について

【1月】 第4回協議会の論点

・各種調査結果について
・交通施策の整理について
・地域公共交通計画（案）について



地域公共交通計画策定の背景

〇地域公共交通計画の位置づけ
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・第八次天童市総合計画・第3期天童市総合戦略や天童市都市計画マスタープラン、天童市立地適正化計画といった上位・関連計画に示されている将来像との整合を図

りつつ天童市地域公共交通計画の基本方針・目標・施策の検討を行う。

第八次天童市総合計画・
第3期天童市総合戦略

基本構想 公共交通については、高齢者のみならず若者からも、その充実が求められています。
幅広い世代のための移動手段の確保に向けて、日常生活圏域における交通網の整
備を進めるとともに、観光など多様な目的による移動に関しても、交通機関同士の
接続性を高めて利便性の向上を図ります。

基本目標
数値目標

豊かな生活環境の構築
誰もが利用しやすい公共交通の促進（デマンド型交通の年間利用者数）

施策 施策1：生活交通の利便性確保
施策2：鉄道の機能強化と利便性向上
施策3：航空路線の充実と空港の利用拡大

天童市都市計画
マスタープラン

方針 公共交通ネットワークの充実
・関係機関と協議・連携を図りながら、鉄道やバス、予約制乗合タクシー等の公共
交通を充実させ、自家用車に過度に依存しない都市 を目指します

・天童駅前広場と周辺施設のリニューアルにより、バスターミナルと駐車場等のア
クセスを向上させ、誰もが利用しやすい公共交通の利用環境の整備を検討します。

天童市立地適正化計画 課題 公共交通網の充実
・交通弱者（高齢者・若者）の交通手段の確保が不十分
・利用しづらい公共交通
・居住地域から中心市街地や生活拠点の都市機能へのアクセス確保が不十分

方向性 中心市街地と田園集落を公共交通網で結び、多極ネットワーク型コンパクトシティの
実現を目指す

山形県地域公共交通計画 基本方針 安心と活力を支える交通を共に創り育て、県民の幸せを実現する

将来像 1．すべての人にやさしい公共交通が、安心して移動できる社会を築いている
2．公共交通が選ばれる移動手段として定着し、地域の活力を生み出している
3．多様な分野との共創によって、地域に根差した持続可能な交通が実現している

第八次天童市総合計画・第3期天童市総合戦略 

天童市 

天童市都市計画マスタープラン 

天童市立地適正化計画 天童市地域公共交通計画

天童市 山
形
県
地
域
公
共
交
通
計
画

将来像 笑顔あふれ 幸せひろがる 安心都市

基本目標

今年度策定

快適な環境と安全・安心を守るまちづくり

基本理念

人口減少・少子高齢化の進行によ
り都市機能を維持するために、医療
施設や商業施設等の日常生活サー
ビス機能と居住等を集約し、公共交
通を使ってこれらの施設等にアクセ
スできる「コンパクト・プラス・ネット
ワーク」の考え方でまちづくりを進
めていくことが期待されている。
人口減少下で起こりうる様々な課

題を克服し、誰もが暮らしやすい持
続可能なまちづくりを長期的な視
点で取り組むために策定

魅力あふれる産業の創出と快適で安心して生活できるまちづくり

背景・目的
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